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１学期の後半へ 

 ＧＷ明けの５月９日(月)の朝、校門を通り過ぎながら「明日また休みっていうわけには

いかないですよね」とニコッと話す生徒がいました。確かにＧＷ中の５月２日と６日は授

業日で、それぞれまた次の日から連休に入ったので、そのリズム

がまだ抜けきらないことを言っているのでしょう。「その気持ち、

よくわかるよ」と胸の中でつぶやきながら、こちらもニコッと微

笑み返したあの朝。早いもので、明後日には６月を迎えます。 

あの朝から今日まで、本当にいろいろなことがありました。 

ＧＷ明けの週では、２年生が各クラスで調理実習に取り組み、

１３日(金)には生徒総会が行われ、午後には１年生が授業参観と

学級懇談会を、同様に２年生も授業参観と「トライやる・ウィー

ク説明会・入試制度説明会」を実施しました。そして次週の１８

日(水)～２０日(金)には３年生が東京・

千葉方面に修学旅行に行きました。その

修学旅行中には、１年生が「 Ｙ－１グラ

ンプリ」を実施し、大いに盛り上がったよ

うです。さらにその次の週の２５日(水)と２６日(木)の両日には、

２年生と３年生が中間テストに取り組みました。そして２７日

(金)には２年生が「トライやる・ウィーク出発式」を行い、本日

３０日(月)から５日間にわたって「トラ

イやるウィーク」に取り組みます。まさに

毎日がライブ感ＭＡＸの５月でした。 

「トライやる･ウィーク」を終えた来週

の月曜日は、もう６月６日。１学期も残す

ところ４５日を数えるようになります。 

１学期の後半を迎える中、４月からの前半を振り返りながら、

「我ながら(まあ)よくがんばってきたな」と思える何かを見つ

け、その上で、１学期後半をどう過ごしていくのかについて、み

んなで考え合えればいいなと思います。些細なことでも「まんざ

らでもない自分」「いろいろあるけど、それでも何とかやってきた

自分」をまず自分自身で認めていくことが次へのステップにつな

がる大切な姿勢であると常々思っているところです。 

養父市立養父中学校 学校だより 

須留が峰 令和 4 年度 
Ｎｏ.７ 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http://yabuboard.ed.jp/yabu-jhs/ 

令和４年５月３０日 発行 

和気あいあいの調理実習 （２年） 

国語の授業 （１年） 

英語の授業 （２年） 体育の授業 （１年） 

学級懇談会 （１年） 
ご出席、ありがとうございました 

生徒総会 執行部の見事な運営 



梅雨に入ります。体調管理に努めながら、７月２０日(水)の終業式に向けて自分仕様で

気持ちをバージョンアップさせ、さらによりよく生活してくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【速報！】昇降口に設置されている緑の公衆電話が、１学期末をもって撤去されます。 

「To Be a Good School」（良い学校をつくろう） 

＜衣替えに寄せて＞ 

 私(藤本)が中学生だった頃、６月１日は衣替えの日でした。なので、５月３１日までは詰め襟の

学生服を着て、６月１日から半袖カッターを着て登校しました。当時は、その絶対的な大変身につ

いて特に不思議に思いませんでしたし、それが普通だと思っていました。それで対応できていた当

時の気候の状況を思うと、今の異常とも言える気候の状況に改めて驚かざるを得ません。 

 本校は６月１日を衣替えの基準日として、その日その日の天候や気温等に応じて服装を調節で

きる移行期間を 1 ヶ月程度設けていますが、他校では、衣替えという基準日やそれに伴う移行期

間を設けず、年間を通して、生徒個人がその日の体調や天候等の状況に応じて服装を調整している

取組もあるように聞いています。 

 本校では、「衣替え」という言葉や日本の風習(文化)について生徒に伝えつつ、一定の移行期間

を設けて服装を調整する方式をとっていますが、近年生じている１日の中での大きな寒暖差や、夏

の酷暑、冬の豪雪、季節外れの猛暑や急な寒さといった状況において、本校の現在の制服そのもの

がその都度対応できるスタイルであるのかどうか気になる場面も少なくありません。 

 本来過ごしやすい春や秋の季節を通り越して一気に本格的な夏や冬を迎える中、この「衣替え」

を通して、本校の制服のスタイルについて少し関心を寄せていただければと思います。 

修学旅行 国会議事堂 （３－１） 

修学旅行 浅草寺 （３－２） 

修学旅行 ｼﾝﾃﾞﾚﾗ城を背にして 

修学旅行 スカイツリーでパシャ 

Y-1 グランプリ （１年） 

トライやる・ウィーク出発式 （２年） 

＜１年生の福祉体験活動＞ 
 ３年生が修学旅行に行っている間、１年生が「福祉体験活動」に取り組みました。普段、校舎の

１階では３年生が生活をしていますが、３年生がいない日を有効に活用した今回の活動は、まさに

グッドタイミング。これまで企画はするものの、コロナ禍の影響でなかなか実施できなかった活動

であり、今回、「かるべの郷」様に大変お世話になり、有意義な活動になりました。 

来年度以降も、「Y-1 グランプリ」など、３年生が修学旅行中の他学年の取組に目が離せません。 

車椅子で段差体験 階段でアイマスク体験 場面対応のセッション  「とろみ食」の実習 


